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現在、福岡・熊本の両県において新型コロナウ
イルスの感染者が確認され、全国各地で感染
が拡大し、今後さらなる感染拡大が懸念されて
いる事に鑑み、この度は誠に申し訳ございませ
んが、春季大祭を中止する事にいたしました。

皆様の安全確保と感染拡大防止を最優先に

考え決定に至りました。ご理解いただきたく
お願い申し上げます。
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１
上

んだ

矛

令
和
２
年

今
年
７
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
、
与
論
会
役
員
の
森
整
昭
さ
ん
の
孫
、
森
健
心
君

が
福
岡
県
最
初
の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
５
月
１２
日
、
大
牟
田
市
役
所
前
か
ら
走

り
ま
す
。
彼
は
昨
年
大
牟
田
高
校
柔
道
部
主
将
と
し
て
、
全
国
大
会
３
連
続

準
Ｖ
に
貢
献
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
よ
う
。

さ
て
、
左
記
の
通
り
春
季
大
祭
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

と

　

き

　

４

日

一
、
と
こ
ろ
　
与
洲

お
神
酒
を
用
意
し
て

『飲
酒
運
転
』
は
全

祭
の
お
知
ら
せ

注
意
事
項
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2020年 (令和 2年)3月 13日   与 論 会 だ よ り 第127号 (2)

１

月

３

日

６

日

３

月

２９

日

４

月

５

日

▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

月
　
日
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
年
齢
　
喪
　
主
　
　
　
住
　
所

１２
月
５
日
　
堀
　
　
　
ケ
イ
子
　
９２
歳
　
堀
　
　
榮
吉
　
大
牟
田
市
南
船
津
町

１
丁
目
２
１
８

１２
月
２７
日
　
松
　
井
　
善
　
男
　
７９
歳
　
松
井
　
勇
治
　
大
牟
田
市
勝
立

２

３

３

１

４

せ

新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ

で
、
政
府
か
ら
の
全
国
の

中

・
高
校

。
特
別
支
援
学
校
に

体
の
教
育
委
員
会
で
も
３
月
2

荒
尾
地
区お

願

い
し
ま
す
」
。

受
け
、
各
自

ま

し

た
が
、
「大
牟
田

祭
は
予
定
通
り
行

い
ま

「各
自

与
論
会
の
動
き

奥
都
城
初
詣
　
約
２
０
０
人
お
参
り

奥
都
城
　
午
前
１０
時
～
１３
時
迄
開
放

与
論
町
新
庁
舎
落
成
式
　
朝
岡
光
男
会
長
出
席

奥
都
城
清
掃
　
７

・
９
地
区
担
当

春
季
大
祭

`ヽ 自
　
令
和
２
年
１
月

至
　
令
和
２
年
３
月

奥
都
城
清
掃
９
月
８
日

し

奥
都
城
清
掃
８
月
１１
日
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(3)第 127号 与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)3月 13日

先
入
へ
感
謝
表
す

初
詣
で
交
流
深
め
る

大
牟
田

。
荒
尾
地
区
与
論
会

（朝
岡
光
男
会
長
）
は
３
日
、
大
牟
田
市
昭

和
町
の
納
骨
堂

「与
洲
奥
都
城
」
で
初
詣
を
行
い
、
会
員
や
帰
省
者
な
ど
が

訪
れ
て
参
拝
。
先
祖
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
、
交
流
を
深
め
て
い
た
。

同
会
で
は
春
と
秋
の
大
祭
を
は
じ
め
、
正
月
や
お
盆
に
も
奥
都
城
に
集

っ

て
先
祖
の
苦
難
の
歴
史
を
し
の
び
、
功
績
を
後
世

へ
と
伝
え
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
朝
岡
会
長
が
念
頭
に
あ
た
り

「昨
年
は
先
人
た
ち
の
長

崎
県
南
島
原
市
口
之
津
移
住
か
ら
１
２
０
周
年
。
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
与
論
中
学
校
か
ら
修
学
旅
行
に
来
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
働
き
と
誇
り
を
伝
え
た
い
。
皆
さ
ん

の
協
力
を
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
野
田
国
義
参
議
院
議
員
に
よ
る
祝
辞
も

あ

っ
た
。
そ
の
後
、
参
列
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
祈
り
を
さ
さ
げ
、
親
睦
を
深

め
た
。

１
月
４
日
　
有
明
新
報

当
日
は
曇
り
模
様
で
風
が
冷
た
く
空
模
様
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

の
ち
ほ
ど
日
が
差
し
暖
か
く
な
り
安
堵
し
ま
し
た
。
今
年
の
初
詣
に
は
初
め

て
参
議
院
議
員
の
野
田
国
義
さ
ん
が
参
列
。
竹
昌
宣
さ
ん
の
祝
詞
奏
上
に
続

き
サ
ー
リ
ワ
キ
に
て
参
加

一
同
お
参
り
。
会
長
挨
拶
の
中
で
交
流
会
の
開
催

お
知
ら
せ

（与
論
町
立
与
論
中
学
校
修
学
旅
行
の
行
程
に
つ
い
て
次
ペ
ー
ジ

に
行
程
表
記
載
）
や
、
野
田
国
義
さ
ん
の
挨
拶

（祝
詞
次
ペ
ー
ジ
掲
載
）
が

あ
り
、
役
員
が
作

っ
た
粗
肴
と
皆
様
方
か
ら
戴
い
た
お
神
酒
を
振
舞
い
、
ド

ラ
ム
缶
に
火
を
焚
き
暖
を
取
り
な
が
ら
、
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

し

た

。
今
年
は
お
参
り
す
る
方
々
が
例
年
以
上
に
多
く
、
駐
車
場
が
満
杯
で
急
き

ょ
白
雲
社
様
が
経
営
さ
れ
て
い
る
白
山
亭
に
お
願
い
し
、
確
保
し
ま
し
た
が

次
回
か
ら
学
校
跡
地
を
確
保
す
る
か
、
延
命
動
物
園
の
駐
車
場
を
利
用
す
る

か
考
慮
し
ま
す
。

毎
回

（春

・
秋
大
祭
、
正
月

。
お
盆
お
詣
り
）
受
付
に
て
記
帳
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
が
、
混
雑
時
記
帳
せ
ず
そ
の
ま
ま
お
詣
り
に
行
か
れ
ま
す
が
、

お
子
様
用
の
お
菓
子
を
受
付
で
記
帳
後
、
お
渡
し
て
お
り
ま
す
の
で
必
ず
記

帳
を
お
願
い
し
ま
す
。

祭
典
や
お
詣
り
後
、
閉
鎖
前
に
館
内
清
掃
を
し
ま
す
が
、
毎
回
お
供
え
物

が
残

っ
て
お
り
ま
す
。
電
話
連
絡
を
し
ま
す
の
で
引
取
に
来
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
「連
絡

つ
か
な
い
時
や
１
週
間
預
か

っ
て
も
来
な
い
時

は
役
員
で
整
理
を
し
ま
す
」
。
親
せ
き
、
知
人
ら
が
お
供
え
し
た
が
、
本
人

が
知
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
名
前
を
書
く
か
声
を
掛
け
て
下
さ
い
、

そ
う
し
な
い
と
せ

っ
か
く
お
供
え
し
た
の
に
気
持
ち
が
届
き
ま
せ
ん
。

今
回
も
皆
様
か
ら
、
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
礼
と
、
ご
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ミ
シ
ー
ク
　
ト
ウ
ト
ガ
ナ
シ

ヽロ

t

金
銭
の
部

３
千
円

３
千
円

３
千
円

２
千
円

泰
博

様

健

一
様

峰
達

様

稔
範

様

物
品
の
部

清
酒
１
本

清
酒
１
本

泡
盛
３
本

焼
酎
１
本

焼
酎
１
本

焼
酎
１
本

竹 野 西 堀
口 脇

市
川
　
初
美

様

町
花
華

・
美
奈
実

様

出
村
　
信
雄

様

山
元
　
信
幸

様

仲

野

装

業

様

川
口
　
康
則

様



2020年 (令和 2年)3月 13日  与 論 会 だ よ り 第127号 (4)

奥
都
城
初
詣

芳
名
帳
記
帳
者
名

（敬
称
省
略

・
記
帳
順
）

市
川
　

初ヽ
美

市
川
　
昴
世

市
川
　
工
法

池
口
　

一
則

池
口
　
わ
也

小
柳
　
聰
（有
明
新
報
）

山
下
　
ウ
ト

山
下
　
富
彦

山
下
　
律
子

砂
川
　
ミ
ヤ

砂
川
　
ェ

一　
．

町

　

謙

ニ

町
　
　
在
子

姜
原
　
　
潤

姜
原
由
美
恙

姜
原
颯

一
部

岩
本
　
範
子

岩
本
千
息
子

福
岡
　
莉
嘉

野
口
国
義
（参
議
院
議
員
）

花
下
主
茂
（秘
吉
）

酒
匂
　
俊
介

酒
匂
き
く
江

竹
　
　
稔
範

山
口
　
治
作

山
ロ
　
ト
ミ

山
口
　
健
治

南
　
　
榮
子

徳
永
　
夫
恙

徳
永
裕
美
子

吉
口
　
高
行

吉

口
由
美
子

丼
上
　
尚
也

井
上
　
　
愛

井
上
こ
こ
ろ

井
上
　
み
こ

池
口
　
時
葬

池
口
　
則
子

菅
嗚
　
公
尚

什
野
　
光
浩

仲
野
　
総
子

什
野
　
　
凛

夫
格
真
理
恙

夫
橋
　
　
宏

夫
橋
　
　
籠

夫
橋
　
真
桃

堀
　
　
晋

一

堀
　
具
奔
子

岩
谷
　
政
広

岩
谷
　
幸
子

岩
谷
　
隆
幸

岩
谷
　
仁
剛

野
口
　
峰
逹

野
ロ
サ
ト
ノ

野
口
　
清
美

吉
口
　
式
丈

吉
口
　
康
子

昔
口
　
未
来

吉
ロ
　
エ
来

本
口
久
美
子

口
畑
　
　
実

口
畑
美
由
紀

口
知
　
直
柔

口
畑
　
道
エ

ロ
知
　
菫
美

町
　
　
私
美

町
　
　
桃
子

小
野
奈
津
美

竹
　
　
千
金

竹
　
　
怜
奈

竹
　
　
兄
希

古
菅
ハ　
節
子

古
哲
ハ　
わ
男

音
賀
　
賢
ニ

岡
埼
　
勝
信

同
時
チ
ヨ
子

本
　
　
材
輔

本
　
　
悦
子

本
　
富
恙
子

一獨
　
　
私
光

什
野
　
美
子

什
野
慎
二
郎

西
川
　
修

一

西
川
　
優
希

し

し



与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)3月 13日(5)第 127号

西
川
　
明
希

小
川
　
籠
空

山
下
　
義
明

山
下
日
登
美

山
下
恙
理
杏

野
埼
　
蓋
飛

夫
津
山
翔
太

夫
津
山
砂
錯
里

山
下
　
夫
貴

か
藤
　
千
波

松
藤
　
む
和

松
藤
　
宏
え

町
　
　
鈍
子

町
　
　
絶
杏

町
　
　
　
恙

町
　
　
愛
実

町
　
　
象
将

町
　
　
麻
几

町
　
　
花
幸

町
　
美
奈
実

野
口
　
　
隆

野
口
　
戌
子

野
口
　
瑞
穂

野
口
　
美
住

野
口
　
陽
菜

松
井
　
康
徳

什
野
　
頼
子

什
野
　
籠
輝

入
来
ス
エ
子

入
来
　
一〓
晃

入
来
　
由
起

春
口
　
春
男

松
え
美
智
子

か
尾
　
崇
恙

松
え
　
初ヽ
美

西
脇
美
首
子

康
則

光
廣

す
み
ょ

智
住

見
嗣

美
子

立
二

郎ヽ
●
美

夫
喜

む
０

本
幸

恙
乃

未
和

乗
渥
ミ
サ
エ

兼
屋
　
康
紀

広
恙

由
美
子

孝
覚

裕
え

泰
樹

木
博

直
美

美
裕
責

売
子

以
下
役
員

朝
岡
　
光
男

出
村
　
　
進

砂
川
真
佐
江

益
山
　
憲

一

九
　
章ヽ
太
郎

益
山
　
哲
夫

ヨ
い
口
　
　
　
ψユ

森
　
　
整
昭

竹
　
　
ロロ
宣

村
山
　
章
彦

仲
野
　
美
富

奥
都
城
に
お
詣
り
す
る
時

は
受
付
に
て
記
帳
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

ど
な
た
が
見
え
た
か
、
ご

先
れ
に
報
告
し
ま
す
の
で
、

必
ず
記
恨
を
お
願

い
し
ま

す
。

川 川 川 森 森 森 森 川
上 上 上     ロ

_ヽ″

森 堀 堀 堀 兼 山 山 山 山
渥

川 力|り ||り |1川
上 上 上 上 上

t



2020年 (令和 2年)3月 13日  与 論 会 だ よ り 第127号 (6)

机

詞

明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
和
２
年

「
新
年

初
詣
」

の
ご
盛
会
を

む
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

故
郷

「
与
論
島
」

へ
の
想

い
を
胸
に
秘

め
夫
牟

口

・
荒
尾
の

地
で
ご
活
軍
項

い
て

お
り
ま
す
皆
様
に
教

意
を
表
し
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
ご
参
集
頂

い
て
お
り
ま
す
皆
様

に
と
り
ま
し
て

「
素

晴
ら
し

い
１
年
」
と

な
り
ま
す
よ
う
に
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

参
議
院
議
員

野
口
　
国
義

奥
都
城

・
鍵
の
ご
案
内

奥
都
城
の
鍵
が
必
要
な
時
は
、
左
記
の
役
員
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
と
鍵
の
返
却
、
左
記
の
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

・
納
骨
の
為

・
法
事
の
為

。
見
学
の
為

納
骨
が
目
的
の
時
は
ど
な
た
を
納
骨
さ
れ
る
の
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「今
般
、
家
族
葬
で
執
り
行
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
、
役
員
も
知
ら
ず
失
礼

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
知
ら
せ
戴
け
れ
ば
同
居
ご
家
族
、
及
び
ご
両

親
な
ら
ば
会
長
が
香
典
と
お
参
り
に
お
伺
い
し
ま
す
。
家
族
葬
で
も
ご

一
報

く
だ
さ
い
、
お
ね
が
い
し
ま
す
。
」

法
事
の
場
合
は
、
ど
な
た
の
何
回
忌
に
当
た
る
か
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

見
学
の
為
な
ら
何
人
で
見
学
さ
れ
る
に
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

奥
都
城
鍵
管
理
人

朝
岡
　
光
男
　
　
会
　
長

出
村
　
　
進
　
　
副
会
長

大
牟
田
市
船
津
町
１
丁
目
１０
１
１

携
　
帯
　
０
９
０
１
３
６
６
６
１
５
２
５
５

大
牟
田
市
入
船
町
８４
番
地

携

　

帯

　

０

９

０

１

１

１

９

２

１

２

９

９

８

[ ‐ ■
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日
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(7)第 127号 与 論 会 だ よ り   2020年 (令和 2年)3月 13日
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2020年 (令和 2年)3月 13日   与 論 会 だ よ り 第127号 (8)

令
刺
２
年
度
彗
諭
Ⅲ
立
彗
諭
中
学
岐

修
学
脈
行
の
行
醍
に
つ
い
て

朝
岡
会
長
宛
に
与
論
町
立
与
論
中
学
校
校
長
の
大
重
満
明
様
よ
り
修
学
旅

〓
Ｊ

夕
，

届
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
度
、

２
年
度
の
本
校
修
学
旅
行
隊
の
旅
行
業
務
を
奄
美
航
空
ツ

―
リ
ス
ト
様
に
依

行
程
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
下
記
の
通
り
計
画

回
も
太
牟
田

へ
の
訪
間
を

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今

与
論
中
学
校
修
学
旅
行
の
行
程
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
防
止
の

た
め
、
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
次
回
、
与
論
会
だ
よ
り

に
て
、
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

―
人

´
一

い
‐́
み
Ｉ

Ｊ

十 生

・
訪
問
日
時

（奥
都
城
参
撻

令
和
２
年
５
月
１３
日

「
５
月
１１
日

（月
）
‘

。
訪
問
学
年
及
び
人
数

２
年
生
　
生
徒
５３
人
　
引
率
者
４
人
　
添
乗
員
２
人
　
合
計
５９
人

大
型
バ
ス
２
台

の
予
定

2020年 中学校修学旅行行程表

し

t

｀レ

∽奄美航空ツーリス ト 与論島営業所

住所 〒891-9301大島郡与論町茶花兼久65-1

5月
/

∠
手
Ｊ

４
↑ 程 宿泊

11日 ～鹿児島空港(バス)～ ～有明フエリー～島原市内ホテル与論空港
レ

原
　
テ

島
　
ホ

12日
テル～～長崎市内白主研修 。原爆資料館 。平和公園～～

有田焼絵付け体験～～大牟田市内ホテル宿泊

島原ホ
/
/

∠_
大牟田

宿泊

13日

ノ

大牟田(与洲奥都城 午前 9時・万田坑)～ ～グリーンランド～～

′ 福岡市内ホテル～～ヤフオクドーム(対西武ライオンズ)～ ～ レ

回
凹
　
テ

盲
日
　
　
〓
い

女

「

　

こ
′

′

14月

/
ホテル(バス)～ ～鹿児島空港～～与論空港 (帰着式・解散)

TE]L0997-97_2476



(9)第 127号 与 論 会 だ よ り   2020年 (令和 2年)3月 13日

し

会
費
納
入
の
お
願
い

『各
地
区
の
地
区
長
さ
ん
が
直
接
会
費
を
頂
き
に
参
り
ま
す
』

令
和
２
年
４
月
は
与
論
会

「年
会
費
」
の
納
入
月
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
各
地
区
の
地
区
長
さ
ん
が
皆
様
の
自
宅
に
お
伺
い
し
て
会
費

を
頂
き
、
地
区
専
用
の
領
収
書
を
発
行
し
ま
す
。
地
区
別
会
員
の
方
は
必
ず

地
区
長
さ
ん
に
渡
し
、
地
区
で
の

一
括
納
入
が
出
来
ま
す
様
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
を
、
「与
論
会
だ
よ
り
」
を
郵
送
に
て
受
け
取
り
の
方
に
は
、
全
員
に
振
込

用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
、
す
で
に
支
払
い
済
み
の
方
や
該
当
し
な
い
方
々

に
も
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
、
ご
確
認
の
上
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

春
季
大
祭
当
日
は
受
付
が
大
変
混
雑
し
、
皆
様
に
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
事
前
納
入
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

振
込
用
紙
の
控
え
が
領
収
証
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
存
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【与
論
会
会
員
及
び
奥
都
城
会
員
の
会
費
に
は

「与
論
会
だ
よ
り
」
購
読
料

（送
料
込
）は
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
】

年
会
費

与
論
会
会
員

（納
骨
壇
無
）
３
千
円

与
論
会
会
員

（納
骨
壇
有
）
８
千
円

与
論
会
だ
よ
り
購
読
者
　
　
１
千
円

（送
料
込
）

払 込 取 扱 票 授絆払込請求書兼受領証

2:1 2

大ネ田・驚亀菫区与臓
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爆
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に
”
正
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●
”
し
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だ
ｏ

い
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く
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■
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第127号 (10
2020年 (令和 2年)3月 13日  与 論 会 だ よ り

与
論
町
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
防
災
の
拠
点
に

与
論
町
役
場
新
庁
舎
建
設
事
業
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
６
日
、
新
庁
舎
前

駐
車
場
で
落
成
記
念
式
典
が
あ

っ
た
。
町
職
員
や
議
員
、
施
工
業
者
、
町
内

各
種
団
体
代
表
、
来
賓
ら
約
１
８
０
人
が
出
席
。
今
後
の
町
づ
く
り
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
落
成
を
祝

っ
た
。
昨
年
１２
月
末
か
ら
引

っ

越
し
作
業
を
行
い
、
同
日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務
も
開
始
さ
れ
た
。

式
で
は
山
元
宗
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
、
町
内
各
学
校
の
児
童
生
徒
代
表

９
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
式
辞
で
山
町
長
は
新
庁
舎
建
設
へ
の
町
民
の
理
解

と
協
力
に
感
謝
し
、
「町
民
が
安
全
安
心
で
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
、
活
力
あ

る
与
論
町
と
な
る
よ
う
、
町
民
全
て
の
英
知
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
島
の
発

展
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

町
総
務
課
に
よ
る
工
事
経
過
報
告
の
後
、
来
賓
の
三
反
園
訓
県
知
事

（代

読
）
、
福
地
元

一
郎
与
論
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

新
庁
舎
は
、
旧
庁
舎
か
ら
直
線
距
離
で
約
７
５
０
済
離
れ
た
旧
町
立
診
療

所
跡
地
に
建
設
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て
。
延
べ
床
面
積
約
１

９
９
９

。
４３
平
方
済
。
建
築
面
積
１
１
７
３

・
９１
平
方
屑
。
２
０
１
８
年
１１

月
に
工
事
着
工
。
総
事
業
費
は
９
億
７
７
１
６
万
円
。
内
訳
は
庁
舎
建
設
事

業
費

（庁
舎
本
体
や
外
構
工
事
尚
を
含
む
）
８
億
５
９
１
７
万
円
、
基
本
設

計

。
実
施
設
計
及
び
工
事
管
理
業
務
費
５
４
０
０
万
円
、
電
算
、
光
回
線
関

連
工
事
費
４
２
２
４
万
３
千
円
な
ど
。
▽
町
民
が
利
用
し
や
す
い
▽
効
率
的

な
行
政
運
営
を
可
能
と
す
る
▽
防
災
拠
点
と
な
る
―
の
基
本
方
針
の
下
、
場

所
を
選
定
し
機
能
を
充
実
さ
せ
、
２
０
１
９
年
１２
月
１６
日
に
本
体
工
事
が
完

了
し
た
。
今
後
は
駐
車
場
整
備
と
、
役
場
前
の
道
路
拡
幅
工
事
を
本
年
度
内

に
発
注
、

２０
年
度
内
に
完
了
す
る
予
定
。

新
庁
舎
は
１
階
に
町
民
福
祉
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口

部
門
を
配
置
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。
災
害
に
備
え
て
非
常
用

発
電
機
や
受
水
槽
を
整
備
し
た
ほ
か
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
議
場
は
緊
急
避

難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。
庁
舎
内
は
く
中‐コ

（公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
）
が
利
用
可
能

旧
庁
舎
は
２０
年
度
に
解
体
工
事
の
予
算
を
計
上
し
解
体
予
定
。
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
踏
ま
え
、
検
討
委
員
会
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

１
月
７
日
　
　
南
海
日
日
新
聞
　
奄
美
新
聞

式
後
は
新
庁
舎
前
で
消
防
出
初
め
式
。

午
後
６
時
３０
分
よ
り
砂
美
地
来

館
に
て
与
論
町
役
場
新
庁
舎
落
成

記
念
祝
賀
会
を
開
催
。
オ
ー
プ

ニ

ン
グ
の
ゆ
ん
ぬ
エ
イ
サ
ー
で
始
ま

り
、
山
元
宗
町
長
の
開
会
挨
拶
、

鹿
児
島
県
議
会
議
員

の
稽
久
伸

一

郎

・
寿
は
じ
め
氏
の
お
祝
い
言
葉
。

琉
球
舞
踊

（西
田
弘
樹

・
麻
乃
）

氏
に
よ
る
祝
舞
、
錦
江
町
議
会
議

長
水
口
孝
俊
氏
に
よ
る
乾
杯
、
来

賓
紹
介
、
余
興
、
乾
杯

「与
論
献

奉
」
、
か
り
ゆ
し
バ
ン
ド
演
奏
、

万
歳
三
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

t

■

嬰ゎ
た
く
し
た
ち

，
■

，
ｔ
●
■
■

，
れ
た

０
■
ヒ
●
■
０
■
■
で
あ
ら
、減

・
の
“
崚

に
，

ｌ
ｔ
■
●

薇
“
ほ
と
“
■
た
セ

”
ヽ

ら
の
み
達
の
摯
■
セ
め
ざ
し
ヽ

‥

ｉ
可
民
奮
■
を
た
め
ま
す

一
わ
た
く
し
た
ら
は
き

，
■
ヤ
や
０

４
・，
で
生
０
“
い
の
あ
ら

，
を
つ
く

，
‘
ｔ

一■
一た
く
し
た
ち
は

，
，

“
ネ
び
ｔ
持
ち

や
一０
●
こ
ス
よ
゛
可
ヤ
つ
く
り
●
●

〓
わ
た
く
し
た
ち
“
・■
ん
て
ヽ
々
ャ
盤
一え

澪
力
に
選
ら
た
蜆
‘
゛

，
を
つ
く
１

，
す

■
ヒ
彗
●
■
●
い
Ｏ
ｔ
つ
く

，
ま
す

一
わ
た
く
し
た
ち
●
■
ヽ
■
に

，
セ
ュ

，

．
Ａ
Ｉ
ｏ
こ
う
え
ｔ
●
■
ｔ
っ
く
●
●
●

■

蜀
与
治
可
民
奮
幸

■
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(11)第 127号 与 論 会 だ よ り   2020年 (令和 2年)3月 13日

与
論
町
役
場
新
庁
舎
落
成

記
念
式
典
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

会
長

朝
岡
光
男

新
年
１
月
６
日
、
与
論
町
役
場
新
庁
舎
完
成
に
伴

っ
て
落
成
式
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

新
幹
線
で
鹿
児
島
に
向
か
い
高
速
バ
ス
に
て
鹿
児
島
空
港

へ
、
昼
過
ぎ
に

は
与
論
島
着
。
気
温
は
２１
度
、
半
袖
で
も
い
い
よ
う
な
温
か
さ
で
し
た
。

旧
庁
舎
は
、
茶
花
海
岸
通
り
で
し
た
が
、
新
庁
舎
は
内
陸
に
少
し
入
り
中

央
公
民
館
の
裏
手
に
あ
り
駐
車
場
も
広
く
と

っ
て
あ
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

久
々
に
逢
う
パ
ラ
ジ
や
、
各
地
区
与
論
会
の
方
達

へ
の
挨
拶
等
で
新
会
長
職

と
し
て
の
デ
ビ

ユ
ー
で
し
た
。

式
典
は
午
後
３
時
か
ら
開
会
。
落
成
セ
レ
モ
ニ
ー

（
テ
ー
プ
カ
ツ
ト
）
で

始
ま
り

ｏ
山
元
宗
町
長
の
式
辞
、
工
事
経
過
報
告
、
各
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
、

記
念
品
紹
介

・
贈
呈
等
が
行
わ
れ
、
職
員
の
方
々
の
業
務
の
仕
事
始
め
の
中
、

内
部
の
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
窓
を
大
き
く
広
く
と

っ
て
あ
り
、
室
内
は
大
変
明
る
く
全
体

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
町
民
の
方
達
、
特
に
高
齢
者
の
方
々
や
小
さ
い
お

子
さ
ん
を
伴

っ
て
の
来
庁
の
方
々
に
も
き
め
細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

て
島
民
の
方
々
に
大
変
親
し
ま
れ
る
庁
舎
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

２
階
の
町
長
室
に
は
、
歴
代
の
村
長

・
町
長
の
写
真
が
飾

っ
て
有
り

「大

牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
」
の
エ
ン
ヌ
の
先
人
達
を
導
い
て
頂
い
た
上
野
應

介
翁
の
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
副
町
長
室
に
は
、
明
治
４０
年
頃
の
口

之
津
港
の
全
景
が
写

っ
て
い
る
風
景
が
飾

っ
て
あ
り
、
改
め
て
与
論
と
口
之

津
の
深
い
繋
が
り
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

二
部
の
祝
賀
会
は
、
砂
美
地
来
館
で
開
催
。
開
会
の
挨
拶

。
来
賓
の
挨
拶

・
祝
舞

。
祝
杯

（与
論
献
奉
）

。
余
興
と
続
く
中
、
昨
年
放
送
さ
れ
た

「与

論
島
か
ら
三
池
炭
鉱
へ
、
集
団
移
住
百
二
十
年
」
を
見
ま
し
た
、
テ
レ
ビ
に

映

っ
て
い
た
人
の
本
家
に
な
り
ま
す
、
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
元
気
な
姿
を
拝

見
し
て
安
堵
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
大
牟
田
で
の
近
況
を
話
し
、
ま
た
、
別

の
方
に
○
○
さ
ん
知

っ
て
ま
す
か
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
そ
の
お
孫
さ
ん
と
は
、

小
さ
い
時
か
ら
の
幼
な
じ
み
で
す
と
会
話
が
弾
み
与
論
の
方
々
の
絆
の
深
さ

を
感
じ
た
次
第
で
す
。

Ｉ
泊
２
日
と
い
う
短
い
滞
在
時
間
で
し
た
が
、
与
論
町
と
大
牟
田

・
荒
尾

地
区
与
論
会
、
各
地
区
与
論
会
と
の
絆
を
よ
り

一
層
深
め
先
人
の
生
ま
れ
育

っ
た
与
論
島
を
大
切
に
し
た
い
と
思

っ
た
次
第
で
す
。

最
後
に
、
与
論
町
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

朝岡光男会長と山元宗町長
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与 論 会 だ よ り   2020年 (令和 2年)3月 13日(10第 127号

大
牟
日
高
校
柔
道
部

「国
際
大
会
で
優
勝
、
入
賞
」

大
牟
田
市
草
木
の
大
牟
田
高
校
柔
道
部

（杉
野
健
次
郎
監
督
）
は
１２
月
に

行
わ
れ
た
高
校
体
育
連
盟
の
フ
ラ
ン
ス
遠
征
に
参
加
。

１４
日
に
開
催
さ
れ
た

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ッ
プ

・
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
大
会
に
は

出
場
し
２
人
が
優
勝
、
１
人
が
３
位
入
賞
に
輝
い
た
。
遠
征
の
総
監
督
と
し

て
現
地
に
同
行
し
た
杉
野
監
督
は

「今
後
も
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
で
も

日
本
代
表
と
し
て
活
躍
す
る
機
会
が
待

っ
て
い
る
。　
一
つ
一
つ
経
験
を
積
み

な
が
ら
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
勝
負
を
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

大
会
は
国
際
強
化
合
宿
と
共
に
開
か
れ
、
６
０
０
人
を
超
え
る
選
手
が
世

界
各
国
か
ら
出
場
。
日
本
か
ら
は
８
月
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
戦

の
優
勝
者
を
対
象
に
選
抜
チ
ー
ム
を
編
成
し
遠
征
が
行
わ
れ
た
。

森
健
心
選
手

（３
年
）
は
、
男
子
１
０
０
キ

ロ級
で
４
試
合
を
戦
い
優
勝
。

決
勝
戦
で
は
、
身
長
が
２
】
川
を
超
え
る
選
手
を
相
手
に
１
本
勝
ち
で
勝
利
し

た
。
「
国
際
大
会
は
２
度
目
だ
が
、　
一
つ
一
つ
の
組
手
が
強
烈
だ

っ
た
。
自

分
の
思

っ
た
と
お
り
に
組
め
な
か
っ
た
時
の
対
処
や
、
技
の
完
成
度
を
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
目
標
を
語

っ
た
。

山
口
葵
良
梨
選
手

（同
）
は
女
子
６３
キ

ロ級
に
出
場
。
初
の
国
際
試
合
だ

っ

た
が
、
し
ぶ
と
く
戦
い
、
優
勝
を
手
に
し
た
。
「海
外
の
選
手
は
手
足
の
長

さ
か
ら
違
う
。　
一
本
を
取
る
柔
道
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
国
内
で
な
く
海
外

も
見
据
え
て
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
を
見
据
え
話
し
た
。
男
子
８１
キ

ロ

級
に
出
場
し
た
竹
市
大
祐
選
手

（同
）
は
、
２
度
目
の
国
際
大
会
出
場
だ

つ

た
が
準
決
勝
で
惜
敗
。
敗
者
復
活
戦
で
勝
利
し
３
位
と
な

っ
た

「周
り
が
勝

っ
て
い
る
っ
て
い
る
中
で
３
位
と
な
り
悔
し
い
。
力
の
差
を
感
じ
た
が
、
大

会
と
合
宿
を
通
じ
て
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。
高
校
生
活
の
残
り
で
や
れ
る
こ

と
を
や
り
、
成
長
に
つ
な
げ
た
い
」
と
力
強
く
語

っ
た
。

１
月
７
日
　
有
明
新
報

森
健
心
さ
ん
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

「パ
リ
五
輪
目
指
し
走
る
」

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
個
人
１
０
０
キ

ロ級
優
勝
な

ど
の
成
績
を
収
め
た
大
牟
田
高
校
柔
道
部

（杉
野
健
次
郎
監
督
）
の
森
健
心

さ
ん

（１８
）
が
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
走
者
に
内

定
し
た
。
杉
野
監
督
は

「
一
生
の
う
ち
に
あ
る
か
な
い
か
の
チ
ャ
ン
ス
、
と

て
も
誇
ら
し
く
思
う
。
本
人
に
と

つ
て
も
次
の
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
を
目
指
す
上

で
プ
ラ
ス
に
な
る
」
と
喜
び
を
話
し
た
。

森
さ
ん
は
松
原
中
学
校
出
身
。
大
牟
田
高
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
全
国
大

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
団
体
戦
チ
ー
ム
に
貢
献
。
３
年
生
で
同
部
の
主
将
を

務
め
全
国
高
校
選
抜
大
会
、
金
鷲
旗
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
３
大
会
で
男
子
団

体
準
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
。
個
人
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
や
昨
年
末
に

開
か
れ
た
国
際
大
会
で
海
外
選
手
を
相
手
に
優
勝
。
日
本
柔
道
連
盟
の
ジ
ュ

ニ
ア
強
化
選
手
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、

２４
年
の
パ
リ
五
輪
を
目
指
す

一
人
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

発
表
当
時
、
国
際
大
会
で
フ
ラ
ン
ス
に
遠
征
中
だ

っ
た
森
さ
ん
は

「人
づ

て
に
聞
い
て
内
定
を
知

っ
た
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
る
こ
と
は
、
と
て

も
光
栄
な
こ
と
と
感
じ
て
い
る
。
東
京
五
輪
に
は
選
手
と
し
て
は
出
れ
な
か
っ

た
が
、
次
の
パ
リ
五
輪
を
狙
う
気
持
ち
を
胸
に
、
市
民
の
代
表
と
し
て
走
り

た
い
」
と
内
定
を
喜
ん
で
い
た
。

１
月
１５
日
　
有
明
新
報
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令和2年度大牟田・荒尾地区与論会予定表
令和 2年 6月 1日 ～令和 3年 5月 31日

月 日 行  事 要   項

3月 29日 奥都城清掃 7・ 9地区担当   午前 8時開始

4月 5日 奥都城春季大祭 祭典開始 午前10時

5月 10日 奥都城清掃 3・ 5地区 午前 8時開始

5月 13日 与論中学校修学旅行 交流会(奥都城前広場)午 前 9時 より

6月 14日 奥都城清掃 6・ 15。 16地区   午前 8時開始

7月 未定 第44回与論会定期総会 与洲会館 午後 1時 30分開始

12日 奥都城清掃 4・ 10。 11地区   午前 8時開始

8月 9日 奥都城清掃 13・ 14地区 午前 8時開始

13日 奥都城お盆 開館時間 午前10時～12時

9月 13日 奥都城清掃 17・ 18・ 19地区   午前 8時開始

20日 奥都城秋季大祭 祭典開始 午前10時

10月 11日 奥都城清掃 1・ 2地区 午前 8時開始

11月 8日 奥都城清掃 12・ 20地区 午前 8時開始

1月 3日 奥都城初詣 開館時間 午前10時～12時

3月 28日 奥都城清掃 3・ 5地区 午前 8時開始

奥都城清掃当番の日時は忘れずに印を付けて下さい


